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沖ノ鳥島の維持再生と海藻林造成沖ノ鳥島の維持再生と海藻林造成
プロジェクトプロジェクトの提案書

波浪制御施設で増殖中のサンゴ サボテングサキリンサイ

大型有孔虫（星砂等） リュウキュウスガモミドリイシサンゴ



環境条件提案の背景

２．沖ノ鳥島の環境条件

図－３ 地形

■潮位
HWL＋1.41ｍ、LWL－0.03ｍ

■水温
水温は25℃（３月）～30℃（７月）である。

■潮位・波浪
（１）礁外の波高

設計波高は、有義波高で16ｍ程度と大きく、 周期は

17sec程度と長い。

（２）礁池内の波高

①有義波高0.8ｍ以下、周期6ｓ程度が卓越し、有義波

高1.0ｍを超える波高は1％未満である。

②静穏域（１m程度）の検討に使用した波浪は、Ｈ1/3＝

1.60ｍ、Ｔ＝7.1secである。

③人工リーフの構成材料の安定性の検討に使用した

波浪は、Ｈmax＝2.72ｍ、Ｔ＝5.9secである。

■地形
①平面的に見ると、周囲の浅い部分（礁嶺）と内側の深

い部分（礁池）に分けられる。

②礁嶺部には外洋との出入口が一カ所ある。

③礁の内部は、最大水深４～５ｍの礁池を形成してお

り、礁嶺部に続く緩い斜面を伴っている。

④礁池斜面には、水深３～４mから１～２ｍに立ち上が

る大小の突起状の地形が認められる。

⑥リーフの外は海底勾配が1/2～1/10と急深な地形と

なっている。

■栄養塩
礁池等の海水の栄養状態は、貧栄養である。

図－１ 沖ノ鳥島の位置

図－２ 沖ノ鳥島の全景
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沖ノ鳥島地先で 「経済活動を起こす」 との石原

東京都知事の方針を具現化する策として、当協

会が進めている「大規模海藻林造成事業（豊か

な海の森づくり）」を生かした沖ノ鳥島の維持再沖ノ鳥島の維持再

生と海藻林造成プロジェクトを生と海藻林造成プロジェクトを提案する。

１．沖ノ鳥島の地勢
沖ノ鳥島は、北緯20度25分、東経136度5分に位置し、東京から約1,700ｋｍ、小笠原諸島からでも約

900ｋｍ離れた我が国最南端の島 である。
また、沖ノ鳥島は国連海洋法条約第121条による「島」で、日本の国土 面積（約38万ｋ㎡）を上回る約

40万ｋ㎡の排他的経済水域を有する 我が国の経済上かつ国土保全上極めて重要な島である。

■サンゴ・海藻・動物
①沖ノ鳥島の礁池内にはサンゴ群集が優占しているが、その被度は多いところで30％を越える場所もあるものの、全体的にはそれほど
多くない。
②また、水深が浅くてサンゴが分布できない礁嶺上や局所的だが水深数ｍに藍藻や珪藻あるいは小型紅藻類のマット状の海藻群落が
パッチ状に分布している。
③紅藻類が優占するターフアルジー（芝生状海藻）のマットには沖縄に比べると量は少ないものの有孔虫が分布している。
④また、岩礁上には緑藻類のサボテングサやイワズタの仲間が局所的に分布している。
⑤岩礁域にはガンガゼ類が多く、平坦な海底上に砂が少し堆積している環境ではナマコ類が多く分布している。

観測基盤前の端艇水路側の海底
（ほとんど砂礫の堆積はない。ニセク
ロナマコが分布）

礁嶺の南岸に形成されているタイド
プール（底は平坦だが、側面は凹凸
が大きく、コブハマサンゴ等が分布し
ている）

平坦な海底に分布する大型のハマサ
ンゴ （黒い丸い模様はレンズに付いた
泡）。波当たりが強いので砂礫は見ら
れない。

図－４ サンゴ・動物

岩礁の窪みにガンガゼが分布している

〈南側〉

〈北側〉

サンゴの
被度低い

サンゴの
被度比較
的高い

写真等の出展：
日本財団図書館（海
洋・船舶の実情調査
及び研究等）
日本財団『沖ノ鳥島に
おける経済活動を促
進させる調査団』
【報告書－概要版－】



島の維持再生 経済活動の推進

［方策］
①サンゴ・有孔虫を増やすことが必要。
②有孔虫を増やすためには、海藻（ターフアルジー、サボテングサ、
イワヅタ等）を増やすことが必要。
③また、海草（リュウキュウスガモ、リュウキュウアマモ等）を増やす
ことが必要。

［対策］
①サンゴを増やす着生基盤とサンゴの育つ海域が必要。
②海藻・海草を育てる静穏海域が必要。
③摂餌圧から海藻を守る食害対策が必要。
③海草を根付かせる砂礫地盤が必要。

［施策］
①静穏域の確保のため、波浪制御施設を整備。
②波浪制御施設はサンゴの着生基盤として活用。
③波浪制御施設はターフアルジーの着生基盤として活用。
④海藻には食害防止ネットを装着。
⑤海草生育基盤として、海底に砂礫造成。

［施策］
①静穏域水面部に、海藻林を整備。
②静穏海域内に、海藻ビジネスプラザ（管
理施設・研究施設・海藻ビジネスセンター・
海藻加工施設・魚介類加工施設等を装備）
を整備

［静穏域の活用策］
①サンゴ・有孔虫の増殖場として活用。
②ターフアルジー、サボテングサ、イワヅタ等の海藻造成場として活
用。
③リュウキュウスガモ、リウキュウアマモ等の海草造成場として活用。
④巻貝等貝類の生育場として活用。

［静穏域の活用策］
①海藻林でキリンサイ
等の生産。
②生産したキリンサイ
等は、海藻ビジネスプ
ラザで製品化し、販売。

［期待される効果］
①波浪制御施設には、サンゴやターフアルジーが着生し、サンゴや
ターフアルジーの増殖に寄与。

②海藻・海草類には有孔虫が着生し、共生場ができるとともに、海
藻・海草は巻貝の餌料になり、貝類の再生にも寄与。
③枯れた海草・海藻は、海底で土壌菌等により分解され、栄養塩に
なる。海草・海藻はリーフ内水域の栄養塩バランスの保持に寄与。
④海のゆりかごである海藻・海草で生育する幼稚仔魚が増加し、
周辺海域の保育場となり、水産資源の増加に寄与。
⑤サンゴ瓦礫、有孔虫の殻、貝類の殻等が生産され、それらが島
内に堆積し、サンゴ礁（州島）の新たな形成に寄与。

［期待される効果］
①島の保全により、沖ノ鳥島を基点とした排
他的経済水域（EEZ）の維持が可能。
②リーフ内の静穏域を利用した海藻林造成
が実現できれば、沖ノ鳥島における漁業展
開の可能性を提示することが可能。
③海藻ビジネスの一拠点となり、経済活動
している島として国際的に認知。

［現状と課題］
①地球温暖化により今後100年間で40cmの海面上昇が予想されてい
る。高潮時、北小島は16cm、東小島は6cmしか海上に出ない。地球温
暖化に伴う海面上昇により小島は水没の危機に晒されている。
②礁池内に分布しているサンゴの被度は30％を越える場所もあるも
のの、全体的には低い。
③礁嶺上や水深数ｍの箇所には、藍藻、珪藻、小型紅藻類がパッチ
状に分布している。ターフアルジー（芝生状海藻）のマットには少量で
はあるが、有孔虫が分布している。また、岩礁上には緑藻類のサボテ
ングサやイワズタの仲間が局所的に分布している。
④岩礁域にはガンガゼ類が多く、平坦な海底上の少量の砂場にはナ
マコ類が多くいる。

［海藻類の少ない原因とその解決方向］
①局所的に紅藻類や緑藻類が分布して
いることから、海藻類が分布できないほ
ど栄養塩濃度が低いとは言えない。
②海藻類が分布できない理由は、ガンガ
ゼや植食性魚類による食害圧が高いも
のと推察される。
③これらの動物から海藻類を隔離するこ
とで海藻類の生産を増やすことが可能と
推察する。

［課題解決のアイディア］
①水没の危機にある島の維持再生を図るために、新たな小島（州島）を造成する。
②そのためには、州島の材料としてサンゴ瓦礫、有孔虫の殻、貝殻等の生産を促すしくみをつくる。
③有孔虫は海藻に着生することが多い。貝類のうち、巻貝類は海藻を餌料とすることより、海藻・海草を大規模に造成
する。併せて、貝類の生息場を整備する。

沖ノ鳥島の維持再生と海藻林造成プロジェクトの提案

（２）プロジェクト実現に向けたフロー

３.沖ノ鳥島の維持再生と海藻林造成プロジェクトの提案

図－５ 海藻ビジネスの展開フロー

キリンサイ
原藻植付

沖ノ鳥島リーフ内の海藻林 沖ノ鳥島リーフ内の海藻プラザ

キリンサイの商品化
（商品：カラゲナン等）

商品の展示
と商談

海藻プラザのヘリポート

キリンサイ
刈取

キリンサイ
養殖

商品の出荷

（３）海藻ビジネスの展開フロー

海藻ビジネスの展開フローを図－５に示す。

（４）海藻林の生産効果

「海藻林」におけるカラゲナンの生産量は、 年間160トン（800トン×20％）ほど期待でき、4,800万円（160トン×300円/kg）の
カラゲナンの販売高が期待できる。

（１）プロジェクトの考え方

［東京都知事の動向］
沖ノ鳥島（東京都）周辺の日本の排他的経済水域
（ＥＥＺ）内で中国海洋調査船が確認されている問題で、
東京都の石原慎太郎知事は10日の記者会見で「（島の
沖合で）経済活動を起こす。都傘下の漁業組合が漁業
を正式に行う」と述べ、魚礁や定置網を設置する方針を
明らかにした。 出展：朝日新聞 2004年12月10日

沖ノ鳥島の維持再生と海藻林造成プロジェクトの提案

［沖ノ鳥島における経済活動を促進させる調査団］
日本財団は、「沖ノ鳥島」によって得られた排他的経済
水域の重要性に鑑み、海洋生物や海洋工学、海洋温
度差発電、海洋土木、国際法等といった分野による有
識者・専門家で構成した視察団を派遣し、調査。
出展：日本財団図書館（海洋・船舶の実情調査及び研究等）

［海藻ビジネスを研究する海藻ビジネス研究会］
当協会は、漁村の雇用機会の増大の可能性を求め、海
藻を活かした新産業分野の研究を行い、海藻を活用した
ビジネスを基幹産業とする町づくりに資することを主たる
目的に海藻ビジネス研究会を設立。

（2003.4）

沖ノ鳥島地先で「経済活動を起こす」との石原東京都知事の方針を具現化する策として、
当協会が進めている「大規模海藻林造成事業（豊かな海の森づくり）」を生かした沖ノ鳥島
の維持再生と海藻林造成プロジェクトを提案する。

［政府の動向］
政府は九日、日本最南端の沖ノ鳥島に灯台を設置する
方針を固めた。中国が「沖ノ鳥島は岩だ」として周辺の日
本の排他的経済水域（ＥＥＺ）を認めず、事前通告のない
違法な海洋調査活動を活発化させていることへの警戒
感が背景にある。

出展：産経新聞 平成17(2005)年3月10日

サンゴの
被度比較
的高い

サンゴの
被度低い

沖ノ鳥島の水温は25℃（3月）～30℃（7
月）であり、本土で養殖されているコンブ
・ワカメ・アカモク等の養殖は難しい。
また、沖縄で養殖しているオキナワモズ
クも、適正水温が20～25℃であり、25℃
を超える７月には枯れ始めると推察され
るため、オキナワモズクの養殖も困難。

沖ノ鳥島と同程度の高水温海域である
フィリピンでは、ロープ方式で、キリンサ
イが大規模に生産され、地場産業として
成立している。これらのことより、リーフ内
に整備する海藻林としては、キリンサイ
が適当であると判断。
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骨
子

①海藻や海草の生育可能な静穏域の確保のため、波浪制御施設を整備する。
②静穏域内に、有孔虫の生産の場としての重要性の高い海藻、海草を造成するとも
に、貝類の生育場を造成する。
③静穏域内で造成された海草・海藻は、幼稚仔魚の保育場となり、沖ノ鳥島周辺で行
う経済活動（漁業）の支援を行う。
④時間の経過とともに、サンゴ瓦礫、有孔虫の殻、貝類の殻等が生産され、それらが
島を保全するとともに、新たなサンゴ礁（州島）を形成する。
⑤サンゴ基盤内の静穏域水面を利用して海藻林を造成し、海藻ビジネスを展開する。
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写真等の出展：日本財団図書館（海洋・船
舶の実情調査及び研究等）
日本財団『沖ノ鳥島における経済活動を
促進させる調査団』【報告書－概要版－】

浮標

サンゴ基盤

サンゴ基盤

サンゴ基盤

砂礫

生産種：キリンサイ
規模：16ha（16ユニット）
北側8ha・南側8ha 

配置イメージ

沖ノ鳥島の維持再生と海藻林造成プロジェクトのイメージ

主要施設
（１）サンゴ基盤

幅30ｍ×長さ200ｍ×４基、幅5ｍ×長さ200ｍ×４基
（２）砂礫場

砂礫量：6,400ｍ3

（３）サンゴ
ミドリイシサンゴ・ハナヤサイサンゴ等、増殖面積：9,000㎡

（４）大型有孔虫
星の砂等、増殖面積：8,400㎡

（５）海藻
①ターフアルジー（芝生状海藻）、造成面積：8,400㎡
②サボテングサ、イワヅタ等、造成面積：40,000㎡

（６）海草
リュウキュウスガモ等､造成面積：6,400㎡

（７）海藻林
①対象種：キリンサイ ②造成面積：160,000㎡
③生産量（湿重量）：800トン/年（50トン／ha・年×16ha）

〈南側〉 〈北側〉

ニセクロナマコ

〈南側〉

〈北側〉

大型有孔虫（星砂等）
リュウキュウスガモ

ターフアルジー
（芝生状海藻）

シヤコガイ ニセクロナマコ

付着し
て生長

付着し
て生長

付着し
て生長

付着して
生長

島の維持再生と
経済活動推進

海藻
刈取船

［屋上］ヘリポート
［１F ］管理施設・
研究施設・海藻ビ
ジネスセンター
［地下］海藻加工
施設・魚介類加工
施設

［海藻ビジネスプラザ］
①研究施設においては、海象調査、海底資源
調査、海藻林サンゴ移植・増殖、地質研究、海
洋化学等の研究を行う。
②プラザ内の電力は、風力発電等によって賄
う。
③海水淡水化により、プラザでの菜園、植物工
場等を可能にし、常住を保障する。

H
ヘリポート
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